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鯉淵学園　教育研究報告（略称：鯉淵研報）第３4号

　令和の始まりとともに休刊中の「教育研究報告」が再発行されることが決まり第 30号が発行されると，
続けて第 34号まで計 5冊を無事発行することができた。これも本校教職員の研究・教育水準の更なる向上
を目指す熱い思いと編集委員各位の努力の賜物であり，編集委員長として心から感謝申し上げる。
　第 30号から第 34号までを振り返ると，論文の総掲載数は 28報で，論文の種類も総説（3報），報文（13
報），事例報告（7報），解説（4報），随想（1報）と多様化していた。著者数も延べ 49名（内 3名は，非
常勤講師）となるなど，本校内外から積極的な投稿を頂き，誌面の充実が進んでいることを実感している。
そこで編集委員長として二期目の最終となる次号（第 35号）では，昭和 46年（1971年）に創刊された「鯉
淵学報」（平成 8年〔1996年〕発行の第 12号より，現「鯉淵学園 教育研究報告」に改題）から全 35冊に
ついて，この学術誌がどの様な発展を遂げてきたのか振り返ってみたいと考えている。
　「教育研究報告 第 34号」には，報文：2報，事例報告：2報，解説：2報の計 6報の論文が掲載できた。
今後は第 35号の発行を目指すとともに，更なる掲載論文の質・量の充実に取り組みたい。本校における教
育・研究活動の発展を目標に引き続き教職員各位から積極的な投稿を頂くなど，これまで同様ご協力をお願
いしたい。 （編集委員会委員長　野口 貴彦）
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